
治 水 事 業 の 効 果
～平成25年8月9日の大雨における事例～

国土交通省 水管理・国土保全局 平成２５年 ８月

8月9日、北日本では、日本海から湿った
空気が流れ込み大気の状態が非常に不安
定になり 秋田県 岩手県を中心に記録的

8月9日24時間の雨量分布

定になり、秋田県・岩手県を中心に記録的
な大雨となりました。
この大雨により、岩手県と秋田県中心とし

て、北海道から東北地方北部にかけて浸
水や土砂災害が発生しており、早期の復旧
を支援してまいります。
一方で、整備した治水施設は効果を発揮

しています。

被害の状況被害の状況※死 者６名
負 傷 者２名
人家全壊５戸
人家半壊１戸

岩手県紫波町岩手県盛岡市秋田県仙北市
し わせんぼく

※負傷者5名、人家全壊１戸

死者 8

行方不明者 0

全国の一般被害状況
（消防庁調べ8月14日18:30現在より抜粋）

北上川水系北上川氾濫状況がけ崩れによる被害の状況土石流による被害の状況

岩手県紫波町北上川水系太田川
堤防決壊状況

行方不明者

床上浸水戸数（棟） 560

床下浸水戸数（棟） 1,294

岩手県矢巾町北上川水系岩崎川
堤防決壊（応急復旧の様子）

やはばし わ

※国土交通省砂防部調べ被害状況



ダムの効果等により市街地の浸水を防止 （岩手県 御所ダム （国管理））

○８月９日の豪雨では北上川の上流域において大規模な出水が発生。特

に御所ダムにはこれまでの最大流入量の1.7倍となる3,733㎥/sが流入。

ごし ょ

○御所ダムおよび四十四田ダムの洪水調節等によって下流河川の水位

低減を図り、下流の盛岡市（雫石川合流点付近）では避難判断水位以下

の水位に抑え浸水被害を防止。

○仮にダムが整備されていなければ、計画高水位を大きく上回る出水とな

り 盛岡市街地 のはん濫により 約11 700戸の浸水 約5 500億円のり、盛岡市街地へのはん濫により、約11,700戸の浸水、約5,500億円の

被害が発生していたと推定。
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北上川の水位の状況 雫石川（0.2k）
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四十四田ダム

ダムが無かった場合にはん濫が想定される浸水状況

※ ダムから約11㎞下流
御所ダム（岩手県盛岡市）

盛岡市街地の状況
- 雫石川の周辺は市街地であり、

氾濫した場合の被害は甚大 -

計画高水位以下に低下させ、氾濫の危険を回避！！
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浸水が想定される範囲

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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下流河川に被害を及ぼすおそれのある流木をダムにより捕捉
（岩手県 御所ダム （国管理））

○今回の出水により、御所ダムの湖面には、平均的な年間捕捉量の約25
倍に相当する約26 000㎥の流木やゴミ等が溜ま た

ごし ょ

倍に相当する約26,000㎥の流木やゴミ等が溜まった。

○流木やゴミがそのままに河川に流れた場合、堤防等の河川管理施設に

損傷を与えたり、橋梁に引っ掛かることで流下阻害を起こしたりするおそ

れがある。

○ダムにより流木を捕捉することで 洪水の軽減だけでなく 下流河川で○ダムにより流木を捕捉することで、洪水の軽減だけでなく、下流河川で

の流木による被害の軽減にも貢献した。

ダム湖に捕捉された流木等
△通常時の状況

今回の洪水では、平均的な年間補足量の約
25倍の流木を捕捉（これまでの既往最大洪水
であった平成19年９月洪水における捕捉量の

■御所ダムの流木捕捉量

であった平成19年９月洪水における捕捉量の
約７倍）

流木によって生じる被害

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

流木により流失した橋梁 流木が詰まり流下阻害が生じている例

国土交通省水管理・国土保全局 河川計画課
〒１００－８９１８
東京都千代田区霞が関２－１－３
Tel:０３－５２５３－８４４３


